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資料 在 6-1 


BIMライブラリーコンソーシアム 


第 6回 在り方部会 
 


議事次第 
 


日時：平成 28年 11月 10日（木）16:00~17:30 


場所：上海国際ビル ２階会議室 


 


 


１．開会 


 


 


２．議事 


 


(1) 前回（8/4：第 5回）議事録の確認 


 


(2) 討論「BLCの在り方に関する現状の総括と提案（案）」 


 


(3) その他 


 


 


3．閉会 


 


 


会議資料一覧 


 
 


 資料 在 6－1   議事次第 


 資料 在 6－2   前回（8/4：第 5回）議事録（案） 


資料 在 6－3  「BLCの在り方に関する現状の総括と提案（案）」 


 資料 在 6－4   BLC在り方部会の討論テーマ（案） 


参考資料      平成 28年度 各部会等の開催スケジュール(案) 


  
 


 


 


次回    日時 ： 平成 29年 1月 19日（木） 16:00~17:30 


      場所 ：  上海国際ビル ２階会議室 


      議事 ： 予定 「BLCで必要な情報とは何か」 


               日本のオブジェクト標準はどう考えるか 








資料 在 6-2 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 5 回 在り方部会 
 


議事録（案） 
 


日時：平成 28 年 8 月 4 日（木）14:00~15:30 


場所：上海国際ビル ２階会議室 
 


  参加者 ：別紙による 
 


 


  配布資料：資料 在 5－1議事次第 


       資料 在 5－2 前回議事録（5/31 付建設通信新聞 在り方部会討論の記事） 


      資料 在 5－3「ライブラリーをどのように利用するか 


―現在の BIM 活用の視点から考える―」調査回答結果（28 社回答） 


       資料 在 5－4 6/29：オーストラリアとの BIM 会議の Q&A（日本語訳） 


      資料 在 5－5 在り方部会の討論テーマ(案) 


       資料 在 5－6 平成 28年度 各部会等の開催スケジュール(案) 


 


 


  １．議事 


 


  (1)前回議事録の確認 … 建設通信新聞記事（資料 在 5-2）にて内容説明 


 


  (2)BIM ライブラリーの在り方に関する討議 


 


  「ライブラリーをどのように利用するか ―現在の BIM 活用の視点から考える―」 


   事前調査回答 28 社：各社（企業・団体）から発表 


   28 社の業種別内訳 


   設計事務所：5 社、ゼネコン：7 社、建築関連団体：3 社、サブコン：2 社 


   電気機器メーカー：1 社、設備機器メーカー：1 社、設備関連企業：1 社 


   設備関連団体：1 社、積算関連団体：1 社、ビルメンテ企業：1 社 


   不動産関連企業：2 社、ソフトベンダー：3 社 


   調査回答結果は当日の資料 在 5-3 にて説明（当日の資料添付） 


    


  ２．その他  


     ・「6/29：オーストラリアとの BIM 会議の Q&A（日本語訳）の資料説明 


     ・ 今後の在り方部会の討論テーマ(案)について資料 在 5−5 により説明 
 


      


     次回  日時 ： 11 月 10 日（木） 16:00~17:30 


         場所 ：  上海国際ビル ２階会議室 


        議事 ： 「（BIM）ライブラリーのビジネスモデル」を予定 








ＢＬＣの在り方に関する現状の総括と提案


2016/11/10
ＢＬＣ事務局


資料 在６－３











ビジネスモデルの議論の基礎
－建設プロジェクトのプロセスとＢＩＭモデル－


ＬＯＤ：１００ ＬＯＤ：２００～３００ ＬＯＤ：４００ ＬＯＤ：５００
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企画 基本・実施設計/積算 施 工 運用・維持管理


契約 完成・引渡し


メーカー
(+ソフトウェアベンダー)


設計者+
ソフトウェアベンダー


BIMオブジェクト標準


ジェネリックモデル


形状


性能・仕様等 性能・仕様等 性能・仕様等 性能・仕様等


形状 形状
形状


メーカーモデル


［形状情報］］


［属性情報］］


１







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:どの段階のモデルを作成するのか?


① ② ③ ④


形状に関しては、最大 ①②③④、最小 ②③


性能・仕様は発注するために必要な情報+環境配慮+各種シミュレーション+
メンテナンス情報(耐久性、更新・運用コスト、保証)


２







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:どのファイル形式を用いるか?


Revit、ArchiCAD、ＩＦＣ（国際標準）、ＤＸＦ/ＤＷＧ（中間ファイル形式）、
その他の建築・設備のＮａｔｉｖｅファイル形式


３







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:性能・仕様の情報項目は何が必要か


Stem等を基本として、建築部会、設備部会で議論が進められている
（ａ）必須項目（横串検索、発注時に必要な情報）、（ｂ）推奨項目、（ｃ）その他に分類


４







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:海外標準との性能・仕様の整合は?


英国NBSオブジェクト標準を参考に、日本との相違の分析を
建築部会、設備部会で行っている。


５







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:海外から利用できることを前提とするのか?


将来、製品名称などを英語に翻訳し、海外の利用も考慮する。
また、ライブラリーに置く製品の配列、取り出し方法を国内体系（現在はＣＩ－ＮＥＴを
想定）だけではなく、ＩＳＯ１２００６－２に準拠したＯｍｎｉＣｌａｓｓ（米国）、Ｕｎｉｃｌａｓｓ２
（英国）との互換性を考慮する予定。


６







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:ライブラリーが提供するサービスは何か?
提供するサービスは
１.企画から運用・維持管理までに必要なオブジェクトのダウンロード
２.メーカーモデルの必須項目に関する横串検索
３.ダウンロード状況のメーカーへの提供
４.ＢＬＣ標準に適合していることの確認（何らかのマーク）
ライブラリー製品情報を提供して、オブジェクトを用いた様々なビジネスとの契約


７







ビジネスモデルの議論の基礎
課題:ライブラリーの形態は


タイプ１
製品の
（ａ）必須項目
（ｂ）推奨項目
（ｃ）その他


をライブラリーに
収納するもの


（ａ）必須項目
（ｂ）推奨項目
（ｃ）その他


タイプ３
製品の
（ａ）必須項目


をライブラリーに
収納するもの


タイプ２
製品の
（ａ）必須項目
（ｂ）推奨項目


をライブラリーに
収納するもの


タイプ４
製品の
データ標準を示し


各社のライブラリー
に収納するもの


オーストラリア方式


８







ビジネスモデルの議論の基礎
今後の課題


• 提供するサービス内容の確定


☞構築費用、運用費用の内容の設定と算定


• 収支予測


☞メーカー、ユーザーの料金の想定


☞ユーザー、メーカー参加へのインセンティブの検討


実際のプロジェクトでの試行・共同研究の検討


• 事業方式の検討


☞公募などの方式選定、競争条件の保持


☞ＢＬＣの役割と事業者の役割


（民間のアイデア・資金の活用、リスク分担）


９







公募準備


公募


構築・登録


Ｓｔｅｍを活用した
ライブラリーの試行


準備


試行結果を反映した本格構築・運用


２段階方式の提案（事務局案）


１０２０１５
年度


２０１６
年度


２０１７
年度


２０１８
年度


２０１９
年度


２０２０
年度


２０２１
年度








 資料 在 6－4  


BLC 在り方部会の討論テーマ(案) 


2016年 11月 10日 


  


日にち 


 


テーマ 


 


参加者 


 


平成 


28年 


第 4回 


 


5月 12日 


16:00~ 


17:30 


「BIMライブラリーに期待すること」 


なお、この討論は内容は 


5月 31日発刊予定の建設通信新聞 


BIM特集号に掲載。 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者(1) 


施工者(1) 


ベンダー(2社) 


メーカー(2社) 


IAI日本 山下代表 


東工大 川島助教 


(部会長はコメント対応) 


平成 


28年 


第 5回 


 


8月 4日 


14:00~ 


15:30 


ライブラリーをどのように利用するか 


－現在の BIM活用の視点から考える－ 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


有識者等 


 


平成 


28年 


第 6 回 


11月 10日 


16:00~ 


17:30 


「BLCの在り方に関する現状の総括と 


 提案」 


 ビジネスモデルなど 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


有識者等 


 


平成 


29年 


第 7回 


 


1月 19日 


16:00~ 


17:30 


必要な情報とは何か 


日本のオブジェクト標準はどう考えるか、


建築、設備等の対象とする製品は、 


インフラ対応は 


 


 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


設計者 


施工者 


ベンダー・メーカー 


建物所有者 


維持管理者 


有識者等 


建築部会から 


設備部会から 


平成 


29年 


第 8回 


3月 2日 


16:00~ 


17:30 


・著作権、LOD(オブジェクトのメモリー 


サイズ) 、分類方法など 


・まとめ 


 


＠上海国際ビル ２階会議室 


運用部会から 


大森文彦弁護士等 


建築部会から 


設備部会から 


 


上記テーマは議論の進み方、他部会の進捗によっては変更があることをご了承ください。 





